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岐阜市民病院における最近8年 間の尿道炎患者の臨床的観察
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   Clinical observations were made on patients with urethritis, syphilis, chancroid, genital herpes 
and venereal warts for the last eight years at Gifu City Hospital. The patients with urethritis, gen-
ital herpes and venereal warts tended to increase yearly, and the number of the cases with urethri-
tis increased about 2.5 times in the eight years. Slightly more patients had nongonococcal urethritis 
than gonococcal urethritis excluding 1981. Of the patients with gonococcal urethritis seen between 
1977 and 1979, 58% were treated with benzylpenicillin intramuscularly, and 43% of the patients 
seen between 1980 and 1984 were treated with a concomitant therapy of spectinomycin intramuscu-
larly and minocycline or doxycycline orally. The cure rate for each treatment was 94% and 97%, 
respectively. Of the patients with nongonococcal urethritis seen between 1980 and 1984, 89% were 
treated with minocycline or doxycycline orally, and the cure rate was 97%. On the other hand, 
the cure rate was 43% for the treatment between 1977 and 1979, only 10% of whom had re-
ceived treatment with minocycline or doxycycline.
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緒 口

近年欧米 に おいてsexuallytransmitteddiscascs

(STD)の 急増傾 向が報告 されている.一 方,わ が国

の厚生省性病 届出患者数の年次統計 は従来の性病(梅

諺,淋 疾,軟 性下揖,性 病性 リンパ肉芽腫)の みが対

象で,し か も1966年 の性病 予防法一部改正以後は届出

*現:福 井医科 大学 泌尿器科学教 室
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義務が緩 やか な感 とな り,実 態 とは程遠 い ものとなっ

てい る.地 域的 な検討報告か ら,全 国的なSTDの 動

向を推定す ることにな るが,こ れ らの報告 は以外 と少

な く,ま た症例 数,内 容には地域的にかな りの違いが

あると考え られ る.そ こで,今 回われわれ は最近8年

間に岐阜市民病院泌尿器科を受診 した尿道炎症例につ

いて臨床的観察を行ない,さ らに泌尿器科 領域 に関連

の深 い梅毒,軟 性下 府,陰 部 ヘルペ ス,尖 形 コンジ ロ

ーマの年次推移 も検討 したので,若 干の考察を加えて



報告す る.

対象および方法

土井 ・ほか:尿 道 炎 ・臨床的観察

1977年1月 か ら1984年12月 までの8年 間に,岐 阜市

民病院泌尿器科を受診 した性行為に関連する と思われ

る尿道炎患者 を対象 とした.排 膿,尿 道の疹痛,排 尿

時痛,尿 道不快感な どの尿道炎症状を主訴 とし,尿 道

分泌物 の メチ レンブルー 単染色標本 で 多核 白血球 を

4個1hpf(×1,000)以 上認め る場合 を尿道炎 と診断 し

た.尿 道炎の分類 は尿道分泌物の単染色標本 で細胞内

に双球菌 を認めるか,あ るいは培養でNeisseriagonor・

rhoeaeが 分離 同定 された もの を淋菌性尿道炎(GU),

細胞 内に双球菌を認め ないか,あ るいは分離 されなか

ったものを非淋菌性尿道炎(NGU)と した.N.go-

norrhneaeの培養方法 は滅菌綿棒 で採取 した 膿を直 ち

にチ ョコレー ト寒天培 地 に採取 し,candlejar法 で

24～48時 間培養 し,オ キシダーゼ反応陽性の ものを淋

菌と同定 した.女 性の場合 は尿道分泌物 とともに子宮

頸管分泌物の検査 も行 な った.さ らに,早 期顕性梅

毒,軟 性下溶,陰 部ヘルペス,尖 形 コンジRマ の年

次推移についても検討 した.
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尿道炎患者 の年次推移(1977～1984年).

Table1.他 のSTDの 年 次 推 移(1977～1984年).

19771978197919801981198219831984

陰部 ヘルペス

尖形コンジローマ

早期顕性梅 毒

12135

1114531413

723112

成 績

1,患 者 数

尿 道炎 新患 患 者 数 はrig.1に 示 す よ うに1977年26

人,1978年35人 と徐 々に増 加 し,1983年 は72人,1984

年68人 とな り,8年 間 で 約2.5倍 の増 加 で あ った,GU,

NGUと も増 加傾 向が 認 め ら れ た が,両 者 の 割 合 は

1981年 を 除 き,NGUがGUよ り若 干 多 く,GUの

L4}2.5倍 で あ った.外 来 新 患 患 者 総 数 に 対 す る 尿道

炎 患老 の 割 合 はGUで0.9～3.z%,NGUで1.3～

3.i%で あ った.
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尿道炎以外 のSTDの 年次推移をTableIに 示 し

た,尿 道炎に比べていずれ もその数 は少ないが,陰 部

ヘルペ スと尖形 コンジ ローマは増加傾 向を示 し,1982

年 にはそれぞれ0,3例,1983年 は3,14例,1984年

は5,13例 であった.早 期顕性梅毒 は年間i～3例 み

られたが,軟 性下清 は最近8年 間i例 も経験 しなかっ

た.

2.年 齢分布(Fig.2)

患者年齢はGUで は17～68歳,NGUで は15～72

歳 と広 い範囲にみ られたが,年 齢分布 を み る とGU

では20歳 代が最 も多 く(47%),つ いで30歳 代(36%)
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Fig.2.尿 道 炎 患者 の年 齢 分 布.
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の順 であ った.NGUで は30歳 代が最 も多 く,20,30

歳代 で症例の70%以 上を占めた.

Table2.感 染 機 会.

鰍 濁 外 国 識 臨 友 人 配儲 不 明

淋菌性尿道炎4664513959

非淋薗性尽道炎401034103159

わ れ わ れは1980年 以降 は 尿道炎 に対 して,主 に

minocycline(MINO)あ るいはdoxycycline(DO・

XY)を 使用す るよ うに した.そ こで尿道炎 の治療成

績を,MINOやDOXYの 使用が 少なか った1977

～1979年 とこれ らを主 に使用す るよ うにな った1980年

～1984年 の2群 にわ けて検討 した.

計 8616792312218

淋 薗 性 言54%

非淋口性=33Y.

Tablc3。 淋菌性尿道炎 に対す る治療薬剤.

治 療 薬 剤'
痙 例 数

1977～1979年1980～1984年

3.感 染機 会(Table2)

病歴に感染機 会に関す る記載が なか った り,患 者が

はっき りした ことを述べなか った ものを合わせて不 明

とした.感 染機 会が 明らかな症例 の うち,特 殊浴場 で

感染 した症例 がGU,NGUと も最 も多か った.感 染

機会が外国であった16人 の うちでは,台 湾が5人 と最

も多 く,つ いで韓国3人,フ ィリピン3人,ア メリカ

合衆国2人 の順 であった.全 症例に 占め る特殊浴場,

外国な どのいわゆ るpr。stituteか らの 感染機 会の割

合はGUで54%,NGUで33%,い わゆる素人(友

人,配 偶者)の 割合はGUでia%,NGUで5%で

あった.な お,GU178人 中10人,NGU256人 中5

人が女性患者(計15人,3.5%)で あ ったが,す べて

が当科を受診 した男性患者か らの告知に よるものであ

った.
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4.潜 伏期 間

感染機会か ら発病 までの 潜伏期間はFig.3に 示 し

た ごと く,GUで は1週 間以内が63%と 最 も多 く,つ

いで1～2週 間2s%,2～3週 間7%,3週 間～1カ

月2%と 全例 が1カ 月以内であった.NGUで も1週

間以内が42%と 最 も多か ったが,1ヵ 月以上の症例 も

16%に 認め られ,GUよ り潜伏期間の 長い 傾向 がみ

られた.

5.治 療成績

1)GUの 治療

GUに 対 して初診時に投与 され た薬剤をTable3

に示 したが,1979年 以前 ではbenzylpenicillin(PCG)

が21例 と最 も多 く,つ いでspectinomycin(SPCM)

が8例 で あった.1980年 以降 で はSPCMが122例

(87%)と 最 も多 く,PCGは1例 のみであった.ま

た,1979年 以前ではMINOあ るいはDOXYは1

例 も投与 され てい なか ったが,1980年 以降 では63例

(45%)に 投 与 された.Table4にGUの 治療成績

を示す.治 癒を確認 で きなか った,い わゆ る治療放棄

例 は1979年 以前 で は7例 認 め られ た が,そ の うち

N.gonorrhoeaeに 有 効な薬剤 が初診時に投与され,以

後受診 しなか った ものが5例,N.gonorrhoeaeに 有効

な薬剤 が投与 されたに もかかわ らず尿道炎症状が消失

せず,数 回外来を受診 したが,結 局治癒を確認できな

か った ものが2例 であ った.1980年 以降では38例 の治

療 放棄例 が認め られた.こ れ ら の うち 初診時にN.

gOη07rゐ08αθに有効な薬剤が投与 された ものを治癒 した

もの とす ると,GUの 治癒成績 は1979年 以前 では99

%,1980年 以降では99%で あった.

Table4.淋 菌性尿道炎 の治療成績.

治 療 放 楽 例

治癒例 初診時投与のみ 適合薬遮続

適合薬剤 不適含薬剤

1977^-285

1979年91%
s

1門1蒔1・137

ssu
1
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Table5.非 淋菌性 尿道炎 に対す る治療薬剤.
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治 療 薬 剤'
症 例 数

1977^-19791980～1984年

MINDorDORY十SPCM

/3-lactam剤 十SPCM

SPCM

β・lact昌m剤 十PCG

MINOorDOXY十AGs

β・lactam剤 十AGs

ST十AGs

AGs

β・lactam剤

MINDorDORY

ST

PPA

i

i

2

2

16

2

i

32

5

s

5

30

1

i

8

2

13

114

2

零初診時投与藁編

2)NGUの 治療

Table5にNGUに 対 す る治療薬剤 を示 すが,

1979年以前ではhの 薬剤が単独 あるいは併用投与 さ

れてお り,MINOあ るいはDOXYは7例(10%)

に投与 されたにす ぎなか った.1980年 以降ではMINO

あるいはDOXYは152例(89%)と 圧倒的 に多 くの

症例に投与 された.1979年 以前 では44例,1980年 以降

では62例が治癒を確認す ることな く,治 療 を途中で放

棄 している(計106人,43%).こ れ らの うち,初 診時

にChlamydiatrachomatisに 有効 なMINDあ る いは

DOXYが 投与 された ものを適合薬剤投与例 として治

癒 した もの とす ると,NGUの 治癒成績は1979年 以前

では43%,1980年 以降では97%で あった(Table6).

Table6,非 淋菌性尿道炎の治療成 績.

治 療 放 棄 例

治癒例 初診時投与のみ 適合薬連続 不適合獲遮続

適合薬翔 不適合薬踊

1977～28

1979年
3 18 2 21

1980^-11156

1984年97Y
e

3 t 2

考 察

諸外 国に お け る 淋疾 は化 学 療 法 の 普 及 に もか か わ ら

ず増 加 しつ づ け て お り,そ の 対 策 が 重要 な 問題 と され

る よ うに な って き た.雑 誌TIME(1985年2月4日

号)は ア メ リカ合 衆 国 に おけ る主 な るSTDの 推 定 症

例数 をChlamydia300～i,000万 人,Gonorrhea200

万人,Venerealwarts100万 人,Genitalherpes20

～50万 人 ,Shyphilis9万 人 と報 告 して い るが,合 衆

国 の人 口を22,000万 人 と して 計 算 す る と,人 口10万

人に 対 す る 淋疾 の羅 患 率 は900と な り,驚 くべ き流 行

が み られ て い る,一 方,わ が 国 の淋 疾 患 者 の 推移 を性

病予防法に よる厚生省性病届 出患者数の統計1)で み る

と,人 口10万人 に対す る羅患率は1948年 の274.7を ピ

ー クに激減 し,1964年 には4.2と な った が,1978年 頃

か ら漸増 しは じめ,1983年 か ら常に10を 越 えてい る.

しか し,実 際の患者数 はこれ よ りもはるかに多 く,実

数は届出数の10倍 程度 と推定 されている2・3).地域的

な検討2,4,5)でも淋疾の増 加傾 向が報告 され ているが,

当院で も1977年 の12人 か ら徐 々に増加 し,8年 間で約

2倍 の増加が認め られた,NGUも 増加傾向を示 し,

しか も1981年 を除いてGUを 上回 ってい たが,諸 外

国においてはNGUの 増 加は著 しく,イ ギ リス6)で

はすでに1957年 頃か ら漸増 し,1968年 頃か らは急増 し

ている.1971年 以後は女性患者 も含めたNSGI(non-

specificgenitalinfect三 〇n)と して の統 計 とな った

が,198王 年にはGUの2倍 以上の12万 人の発生をみ

ている.わ が国におけ るNGUの 患老数はNGUに

届 出義務がな く,ま た患者の大半は一般開業医を受診

す るものと思われ不 明であるが,地 域的な検討3,7β)で

はNGUの 増加傾 向 とGUを 上 回る患者数 が 報告

されて いる.

今回,わ れわれは尿道炎 のほかに,泌 尿器科領域に

関連の深 い,梅 毒,軟 性下瘡,陰 部ヘルペス,尖 形 コ

ンジローマの年次推移 も検討 し,こ れ らの うち陰部ヘ

ルペス と尖形 コンジR一 マは増加傾 向が認 め られた.

1982年,雑 誌TIMEが 陰部 ヘルペ スを大 々的に取 り

上げ,医 学的 な問題だけでな く,し ば しば家庭的 な,

時 には社会的な問題に まで発展 した ことは記憶に新 し

いが,わ が国では届 出義務がないので全国的な動向は

はっき りしな い.最 近,芦 沢 ら9)は1984年9月 か ら

1985年2月 までの6ヵ 月間のSTDil疾 患 の状況を全

国26診 療機関で調査 し,報 告 してい るが,こ れに よる

と全STDの うち,9.1%が 尖形 コンジローマ,3・1

%が 陰部 ヘルペ スであ り,い ずれ も早期顕性梅毒 よ り

高頻度であった.ち なみに,本 報告 では淋疾37.060>

NSGI31.5%,カ ンジダ症5.0%,ケ ジラ ミ寄生虫

3.5%,早 期顕性梅毒2.8%,ト リコモナス症1.6/00>

疹癬0.8%,軟 性下痕0.5%と なっている.最 近,尖 形

コンジローマはその乳頭腫 ウィルスが子宮頸部の発癌

に関与 している可能性が強い とされ注 目されてい る.

一方,陰 部ヘルペスは再発傾向が強 く,現 時点では有

効な再 発防止手段が ないので極めてやっか いな問題 と

なってお り,ま た出産時産道に単純 ヘルペスウィルス

の感染がある場 合,児 の羅患率,死 亡 率はか な り高い

とされ る10).欧 米では公衆衛生学的に積極的にSTD

と取組 ん で い るた め,治 療 しやすい梅 毒や淋疾 の全

STD中 に占める割合が減少 しているのに対 して,有
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効 な薬 剤 の ない 陰 部 ヘ ル ペ スや 尖 形 コ ンジ ロー マは 逆

に上 昇 し て お り,わ が 国 で の 今 後 の動 向が 注 目 され

る,

NGUの 原 因微 生 物 と し て(Ltrachomatis,Urea-

plasmaurealyticum,Trichomonasvaginalis,Candida

nlbicans,Herpessimplexvirusな どが あげ られ て い る

が,こ の中 でNGUか らの 分 離 率 が30～60%12・1a)と

高 く,し か も尿 道炎 の ない コ ン トロー ル群 では ほ とん

ど分 離 され ず,ま た 病 原 性 が か な り明確 な こ とか ら,

C.trachomatisがNGUの 主 要 な病 原 体 と 考 え られ

る よ うに な って い る.西 浦14)はNGUの 病 原 体 と し

て約 半 分 は(;hlamydiaで あ り,こ の ほかlr4はUrea-

¢lasma,1/8はTyichomonas,残 りは そ の 他 の もの と考

えて い る.(λtrachnmatisに 対 し てSPCM,trime・

thoprim,metronidazole,gentam三cinな どの抗 菌 力

は弱 く,MINO,DOXY,erythromycin,rifampicin

な どの 抗菌 力 は極 め て 強 い とされ るis).今 回 の検 討 で

は,1980年 以 降 に はNGUに 対 して 初診 時 にMINO

あ るい はDOXYの 単 独 あ る い は 併用 投 与 が152例

(89%)に 行 なわ れ,そ の治 癒 成 績 は97%と きわ め て

す ぐれ た もの で あ った のに 対 して,MINOあ る い は

DOXYの 使 用 が7例(10%)で あ った1979年 以前 で は

43%に す ぎ なか った.一 方,GUに 対 して は ペ ニ シ

リン感 受性 の低 下15)β 一lactamase産 生 淋 菌(PPNG)

の 検 出頻 度 の増 加716>,ペ ニ シ リン ・シ ョッ ク の 危 険

性 な どの理 由 で,1980年 以 降 で は 初 診 時 に 主 と して

SPCMを 使 用 した(122例,87%).さ らに,GUの

20～30%に(∴trachomatisの 重 複感 染 がみ られ る17・18)

た め,60例(43%)にSPCMの 初 診 時1回 筋 注 に 加

え てMINOあ るい はDOXYの2～3週 間 同 時投

与 を併 用 した.そ の結 果,1980年 以 降 では99%と す ぐ

れ た治 癒成 績 が え られ てい る,現 在 の保 険 の 治療 指 針

で は,GUに 対 して は まずPCGを 用 い,PPNGが

検 出 され た らSPCMを 使 うこ とに な って い るが,第

一 線 の病 院 で はC .trachomatisの 同定 が 行 な え な い

た め,PPNG,(∴trachomatis,U.urealyticumの いず

れ に も有 効 な 治療 方 法 を 行 な ったが,STDの 患 者 の

減 少 とい う点 か らも合 理 的 で は な いか と思 わ れ た.し

か し,SPCM無 効 のGU例 の報 告10)や,SPCMが

PPNG感 染 に対 す る第 一 次選 択 に価 す る とい う根 拠

を得 る こ と が で き な か った と い う報 告2。)も あ り,

SPCMの 過 信 は慎 まね ば な らな い と考 え られ,今 後

をよamoxicillin-clavulanicacid斉9,cefoperazone

やcefotaximeな ど の 第3世 代 セ フ ェ ム剤,norflo・

xacinやofloxacinな ど の 新 合成 抗 菌 剤 の 使用 を 予

定 し て い る.ま た,今 回 の検 討 で は初 診 時 以 降 受 診 せ

ず,治 癒を確認で きなか った 症例 がGUで45例(25

0),NGUで108例(42%)と 数 多 くみ られた こと,'

partnerの 受診率が3%(15例)に ず ぎなか った こと

か ら,STDの 蔓延を防 ぐためにはSTDの 引 ぎ起 こ

す問題点やそ の予防法な どについて積極的 な指導を行

ない,患 者 お よび そのpartnerの 受診率を向上させ

ることが必要 であ ると思われ た.

結 語

1977年 か ら1984年 までの8年 間に経験 した尿道炎患

者について,臨 床的観察 を行 ない,次 の成 績を得た.

1)尿 道炎新患数 は徐々に増加 し,8年 間で約2.5

倍の増加がみ られた.1981年 を除いて,NGUがGU

よ りも若干多 くみ られた.

2)陰 部ヘ ルペス と尖形 コンジR一 マの増加傾向が

認め られた,

3)GU,NGUと も20,30歳 代に最 も多.くみ られ

た.

4)GU,NGUと も特殊浴場 か らの感染が最 も多

か った.

5)潜 伏期間はGUで は1週 間 以内が60%以 上と

最 も多 く,全 例が1ヵ 月以 内であった.NGUで も1

週 間以内が最 も 多か ったが,GUよ り潜 伏期間 の長

い傾 向がみ られた,

6)GUに 対 して,1979年 以前 では主 にPCGの

投与が,1980年 以降ではMINOあ るい はDOXY

とSPCMの 併用投与 が最 も多 く行 なわれ,治 癒成績

はそれぞX1,94%,99%で あった.

7)NGUに 対 して,1979年 以前にはMINOあ る

いはDOXYは7例(io%)に 投与 され た にす ぎな

か ったが,1980年 以降 では152例(89%)に 投与され,

そ の成績はそれ ぞれ43%,97%の 治癒率であ った.

なお,本 論文の要旨は第28回日本感染症学会中日本地方会

総会において発表した.
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